
２．進捗状況

事業経緯 進捗状況

年 度 主 な 経 緯

Ｈ２６ 測量設計着手

Ｈ２７
～Ｒ１

用地境界確定のため
の調整難航

Ｒ２
修正設計着手

用地測量着手

Ｒ３
１号堰堤工事着手

２号堰堤基礎工着手

Ｒ４ １号堰堤工事完成

全体計画
前回評価時の
進捗状況
（進捗率）

前年度までの
進捗状況
（進捗率）

事 業 費
４８０百万円 ８０百万円

（１６．７％）

３１２百万円

(６５．０％)

用地買収
１３，２９５．５ｍ2 ０ｍ2

(０．０％)

１２，９８７．２ｍ2

(９７．７％)

砂防堰堤
２基 ０基

(０．０％)

１基

(５０．０％)

渓 流

保 全 工

５５３ｍ ０ｍ

（０．０％）

０ｍ

（０．０％）

第７号議案
事業間連携砂防等事業（通常砂防）

烏川支川 房坂川 高崎市

着手年度

評価理由

平成２６年度

事業費の増額

様式６

県土整備プランの位置づけ：
政策１：災害レジリエンスNo.1の実現
施策３：防災インフラの整備（中長期レジリエンス戦略）

事 業 場 所 高崎市上里見町（たかさきしかみさとみまち）

区 分 前回評価時（Ｒ２） 今回

全 体 事 業 費 ３５４百万円 ４８０百万円

全 体 事 業 費 増 減 の 理 由 － 地質調査結果及び基準改定による構造変更

事 業 期 間 Ｈ２６～Ｒ５ Ｈ２６～Ｒ７

事 業 内 容
砂防堰堤 ２基
渓流保全工 ５５３ｍ

砂防堰堤 ２基
渓流保全工 ５５３ｍ

• 本渓流は土石流危険渓流に位置付けられており、
渓床に堆積している不安定土砂や倒木が、降雨
時に土石流となり下流に流出するおそれがある。

• そのため本事業は、土砂災害から人家や県道・
市道等を守るため、土石流対策工事を実施する
ものである。

からすがわしせん ぼう さかかわ たかさ き し

荒廃状況

事業箇所

０ｍ ５００ｍ １ｋｍ

１．事業の概要



• 気候変動の影響等により、５０ｍｍ／ｈ以上の非常に激しい降雨の発生回数が
増えており、災害の頻発化、同時多発化が懸念されているため、事業の必要性
に変わりはない。

• 保全対象の一つである県道落合上里見線は、緊急輸送道路に位置づけられて
おり、災害時の応急活動のための重要な路線となっていることから、土砂災害に
よる道路の寸断を防止する必要性に変わりはない。

着色凡例

施工済

施工中

未施工

１号堰堤（施工済）

２号堰堤（施工中）

１号堰堤

２号堰堤

渓流保全工

林道

市道

市道

気候変動による異常気象

出典：気象庁
（大雨や猛暑日など(極端現象)のこれまでの変化）

全国｢アメダス｣ 1時間降水量50mm以上の年間発生回数

286回
(1976年)

382回
(2022年)

アメダス観測値を1,300地点に換算した値

（回）

（年）

土石流により寸断された道路（イメージ）

０ｍ ５０ｍ １００ｍ

Ｈ＝６．０ｍ

Ｌ＝６９．０ｍ

Ｈ＝１０．５ｍ

Ｌ＝４３．０ｍ

Ｌ＝５５３．０ｍ

２．進捗状況（図面・写真等）

３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？



４．どのような事業効果が見込めるか？

• 土石流対策工事として、砂防堰堤及び渓流保全工を整備することで、人家２９戸
及び県道落合上里見線等を保全し、土砂災害による被害のリスクを軽減する。

費用便益分析

保全対象人家

保全対象人家・県道（落合上里見線）

堰堤整備による効果（イメージ） 堰堤整備により、土石流と流木を捕捉

保全対象人家（２９戸）

一級河川烏川→
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１号堰堤

渓流保全工

県道落合上里見線
４００ｍ

既設堰堤

２号堰堤

被害想定区域
（約０．１８ｋｍ２）

○

捕捉量

Ｖ＝２，３６８ｍ３

捕捉量

Ｖ＝３，９７３ｍ３

Ｌ＝５５３．０ｍ

森下橋

烏川０ｍ １００ｍ ２００ｍ

事 業 全 体 残 事 業

備 考

前 回 評 価 時 今 回 再 評 価 時 今 回 再 評 価 時

費 用 合 計 ( C ) ３７１，０００千円 ４９４，４７６千円 １６４，５４６千円 ・工事費、維持管理費

便 益 合 計 ( B ) ２，３５３，４００千円 ２，２２９，２５０千円 ６２２．０９８千円
・人身被害、一般資産被害、
公共土木施設等被害の軽減

費用対効果分析(B/C) ６．３４ ４．５１ ３．７８



５．事業手法やコストは妥当か？

【前回評価時の計画（事業費）を変更する理由】

• １号堰堤、２号堰堤において、当初は用地境界立会いが難航し、精度の高い測
量ができなかったが、令和２年３月に用地境界立会いが完了し、その後詳細な
測量調査を行った。この調査の結果、１号及び２号堰堤基礎の一部に軟弱地盤
が確認されたため、地盤改良を行う必要が生じた。

• また、近年の全国的に頻発化する流木を含む土砂災害の発生を受け、国の基
準の改定により、流木捕捉機能を付加することが原則化された。このため、砂防
堰堤の形式について、１号堰堤、２号堰堤ともに当初計画していた不透過型から
透過部（スリット）を有する構造へ変更し、修正設計を行った。

• なお、当初の測量調査時点から詳細な測量調査時点までの間に、降雨等に伴
い渓床が低下したことから、２号堰堤については堰堤高が約１ｍ深くなった。

• これにより、事業費の増加及び事業期間が増加している。

【今回の変更計画の妥当性】

• 土砂災害から保全対象をより効果的に守るためには、最新の知見に基づく新基
準による砂防堰堤の構造とする必要があり、計画の変更は妥当である。

• また、砂防堰堤を整備するうえでは所定の支持力が必要となるため、軟弱地盤
対策として地盤改良を行うことは妥当である。

【事業費の縮減に向けた取り組み】

• 堰堤本体工事において、砂防ソイルセメント※堰堤を採用することで、現地発生
土を有効活用し、運搬処分費などのコスト縮減を図っている。
※ 施工現場で現地発生土とセメント等を混合撹拌し、砂防施設や地盤改良に活用する材料の総称

当初：不透過型

変更：透過型（スリット追加）＆地盤改良

透過部
（スリット）

透過部
（スリット）

• 堰堤袖部に植生シートを設置し、緑化を行うことで、周辺
環境との調和を図っている。

• また、砂防ソイルセメント堰堤とすることで、コンクリート製
造時と比較して以下の２点で二酸化炭素の排出量の削減
効果が見込まれる。
① コンクリート使用量の減に伴う製造工場の二酸化炭素
排出量の削減。

② 場内プラント製造となるため、残土運搬の減に伴う運
搬車両の二酸化炭素排出量の削減。

地盤改良

植生シート
設置状況

６．事業実施にあたり、配慮した事項はあるか？



７．事業が長期間要している理由と今後の見通しは？

８．事業の対応方針は？

• 国の基準改定に伴う修正設計に約１年の期間を要した。その後、用地買収を完
了させるための相続関係手続きにも約１年の不測の期間を要したことから、事業
が長期化している。 

• 令和３年度末までに用地買収が概ね完了し、対策工事については令和３年度か
ら着手しており、現時点で１号堰堤が完成している。現在２号堰堤の施工を進め
ており、未着手の渓流保全工を含めた残工事については約２年半を要する見込
みであることから、完成予定は令和７年度を見込んでいる。 

事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

• 本事業は、土石流危険渓流に位置づけられている房坂川に堆積する不安定
土砂や倒木が下流に流出するのを防ぐため、砂防堰堤２基及び渓流保全工
５５３ｍを整備し、土砂災害による被害リスクを軽減するものである。

• 下流の被害想定区域内には、人家２９戸のほか、緊急輸送道路に位置づけ
られている県道落合上里見線４００ｍや市道１，８１０ｍがあり、土砂災害が発
生すると地域住民の生活に多大な影響を与えるため、早急な対策が必要で
ある。

• 令和３年度末までに概ねの用地買収が完了し、令和４年度末までに１号堰堤
工事が完了している。引き続き２号堰堤及び渓流保全工の施工を進め、早期
完成を図りたい。

• 近年、全国的に局地的大雨が増加傾向にあり、豪雨による土石流発生のリス
クも高まっている中で、本事業は地域住民の命と暮らしを守るという観点から、
事業の必要性、重要性は高く、早期の効果発現を図ることが適切であり、事
業継続が妥当である。

９．市町村意見

市町村 再評価における意見

高崎市
当該渓流は土石流危険渓流に位置付けられており、土砂
災害の危険性の高い場所です。災害防止のため事業を継
続し早期完成を要望いたします。


